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テーマコード（参考）
　５Ｄ０１２

(57)【要約】　      （修正有）
【解決手段】スピーカは、環状を呈するフレーム１１、 
フレームに固定されたフロントカバー１２、ボトムケー 
シング１３及びフロントカバーから振動膜に向かって延 
在し、振動膜の内縁を固定する延在部１４を備えるハウ 
ジングと、第１開口が設置され、内縁及びフレームに固 
定された外縁を備える振動膜２１、振動膜に固定された 
ボイスコイルブラケット２２に固定されたボイスコイル 
２３及び振動膜に固定されたドーム部２４を備える振動 
システム２と、フロントカバー１２に固定された第１磁 
気ヨーク３１及び第１磁気ヨークの収容空間１０に向か 
う側に固定され、第１、第２主磁性鋼３２１、３２５及 
びプレート３２４を含む磁性鋼アセンブリを備える磁気 
回路システムと、を備える。磁気回路システムは、振動 
方向に沿って延在して第１開口を通って内縁と間隔を隔 
てて設置される。
【効果】デバイスの厚さが減少した場合に依然として十 
分な振動空間を保持できる。
【選択図】図３

審査請求　有　請求項の数　12　　ＯＬ　（全12頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス ピ ー カ で あ っ て 、
　 収 容 空 間 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 収 容 空 間 内 に 収 容 さ れ た 発 音 の た め の 振 動 シ ス テ  
ム と 、 磁 気 ギ ャ ッ プ を 有 す る 磁 気 回 路 シ ス テ ム と を 備 え 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 環 状 を 呈 す る フ レ ー ム と 、 い ず れ も 前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ か つ 互  
い に 間 隔 を 隔 て る フ ロ ン ト カ バ ー 及 び ボ ト ム ケ ー シ ン グ と を 備 え 、
　 前 記 フ レ ー ム 、 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー 及 び 前 記 ボ ト ム ケ ー シ ン グ に よ っ て 前 記 収 容 空 間 が  
取 り 囲 ま れ て お り 、
　 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー に 固 定 さ れ た 第 １ 磁 気 ヨ ー ク と 、 前 記 第  
１ 磁 気 ヨ ー ク に 固 定 さ れ た 磁 性 鋼 ア セ ン ブ リ と を 備 え 、
　 前 記 振 動 シ ス テ ム は 、 前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ た 振 動 膜 と 、 前 記 振 動 膜 に 固 定 さ れ た ボ  
イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト と 、 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト に よ り 前 記 磁 気 ギ ャ ッ プ に 挿 設 さ  
れ た ボ イ ス コ イ ル と を 備 え 、
　 前 記 振 動 膜 に は 、 中 間 位 置 に 位 置 し か つ そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る 第 １ 開 口 が 設  
置 さ れ 、
　 前 記 振 動 膜 は 、 前 記 第 １ 開 口 を 取 り 囲 む よ う に 形 成 さ れ る 内 縁 と 、 前 記 フ レ ー ム に 固 定  
さ れ た 外 縁 と を さ ら に 備 え 、
　 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 振 動 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て 前 記 第 １ 開 口 を 通 っ て 、 前 記 内 縁  
と 間 隔 を 隔 て て 設 置 さ れ 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー か ら 前 記 振 動 膜 に 向 か っ て 延 在 し か つ 前 記 磁 気  
回 路 シ ス テ ム を 間 隔 を あ け て 取 り 囲 む 延 在 部 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 振 動 膜 の 前 記 内 縁 は 、 前 記 延 在 部 に 固 定 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 振 動 膜 に 固 定 さ れ た 第 １ 支 持 部 と 、 前 記 第 １ 支 持  
部 か ら 前 記 振 動 膜 か ら 離 れ る 方 向 に 向 か っ て 折 り 曲 げ ら れ て 延 在 す る 第 ２ 支 持 部 と 、 前 記  
第 ２ 支 持 部 の 前 記 第 １ 支 持 部 か ら 離 れ る 一 端 か ら 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム に 向 か っ て 延 在 す  
る 第 ３ 支 持 部 と を 備 え 、 前 記 ボ イ ス コ イ ル は 、 前 記 第 ３ 支 持 部 の 前 記 振 動 膜 に 向 か う 側 に  
固 定 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 磁 性 鋼 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク に 固 定 さ れ た 第 １ 主 磁 性 鋼 と 、 前 記 第 １  
磁 気 ヨ ー ク に 固 定 さ れ か つ 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 の 周 側 に 位 置 す る 第 １ 副 磁 性 鋼 と を 備 え 、 前  
記 第 １ 主 磁 性 鋼 と 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼 は 、 間 隔 を 隔 て て 前 記 磁 気 ギ ャ ッ プ を 形 成 す る 、 こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト の 前 記 第 ３ 支 持 部 に は 、 そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る  
第 ２ 開 口 が 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 の 振 動 方 向 に 沿 っ た 投 影 は 、 前 記 第 ２ 開 口 内 に 収  
ま る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト の 第 ３ 支 持 部 に は 、 そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る 第 ３  
開 口 が さ ら に 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼 の 振 動 方 向 に 沿 っ た 投 影 は 、 前 記 第 ３ 開 口 内 に  
収 ま る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 の 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク か ら 離 れ る 側 に 固 定  
さ れ た 第 １ ポ ー ル プ レ ー ト と 、 前 記 第 １ ポ ー ル プ レ ー ト の 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 か ら 離 れ る 側  
に 固 定 さ れ た 第 ２ 主 磁 性 鋼 と を さ ら に 備 え 、 前 記 第 ２ 主 磁 性 鋼 の 前 記 第 １ ポ ー ル プ レ ー ト  
か ら 離 れ る 面 は 、 前 記 ボ ト ム ケ ー シ ン グ に 当 接 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の  
ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼 の 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク か ら 離 れ る 側 に 固 定  
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さ れ た 第 ２ ポ ー ル プ レ ー ト と 、 前 記 第 ２ ポ ー ル プ レ ー ト の 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼 か ら 離 れ る 側  
に 固 定 さ れ た 第 ２ 副 磁 性 鋼 と を さ ら に 備 え 、 前 記 第 ２ 副 磁 性 鋼 の 前 記 第 ２ ポ ー ル プ レ ー ト  
か ら 離 れ る 面 は 、 前 記 ボ ト ム ケ ー シ ン グ に 当 接 し 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 第 ２ 磁 気 ヨ  
ー ク を さ ら に 備 え 、 前 記 ボ ト ム ケ ー シ ン グ は 、 す な わ ち 前 記 第 ２ 磁 気 ヨ ー ク で あ る 、 こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 と 前 記 第 ２ 主 磁 性 鋼 は 、 い ず れ も 振 動 方 向 に 沿 っ て 着 磁 さ れ か つ 同 極  
が 対 向 し 、 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼 と 前 記 第 ２ 副 磁 性 鋼 は 、 い ず れ も 振 動 方 向 に 沿 っ て 着 磁 さ れ  
か つ 同 極 が 対 向 し 、 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 の 着 磁 方 向 は 、 第 １ 副 磁 性 鋼 の 着 磁 方 向 と は 逆 で あ  
る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 振 動 膜 は 、 前 記 内 縁 を 取 り 囲 む 内 サ ス ペ ン シ ョ ン 部 と 、 前 記 内 サ ス ペ ン シ ョ ン 部 を  
取 り 囲 む 中 間 接 続 部 と 、 前 記 中 間 接 続 部 を 取 り 囲 む 外 サ ス ペ ン シ ョ ン 部 と を 備 え 、 前 記 外  
縁 は 、 前 記 外 サ ス ペ ン シ ョ ン 部 を 取 り 囲 ん で 前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 ８ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ 支 持 部 は 、 前 記 中 間 接 続 部 に 固 定 さ れ 、 前 記 第 １ 支 持 部 と 前 記 第 ３ 支 持 部 と の  
延 在 方 向 は 、 い ず れ も 振 動 方 向 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第 ２ 支 持 部 は 、 振 動 方 向 に 沿 っ て 延 在  
す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー に は 、 そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 し か つ 前 記 第 １ 開 口 に 対 応 し て  
設 置 さ れ た 第 ４ 開 口 が 設 置 さ れ 、 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー は 、 前 記 第 ４ 開 口 を 取 り 囲 む よ う に  
形 成 さ れ る 開 口 縁 部 を 備 え 、 前 記 延 在 部 は 、 前 記 開 口 縁 部 か ら 振 動 方 向 に 沿 っ て 折 り 曲 げ  
て 、 前 記 振 動 膜 の 前 記 内 縁 に 固 定 的 に 接 続 さ れ る ま で 延 在 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク は 、 前 記 第 ４ 開 口 内 に 収 容 さ れ か つ 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー に 固 定 さ れ  
る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 気 音 響 デ バ イ ス に 関 し 、 特 に 携 帯 型 電 子 製 品 に 応 用 さ れ る ス ピ ー カ に 関 す  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス ピ ー カ は 、 電 気 信 号 を 音 響 信 号 に 変 換 す る ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 で あ り 、 携 帯 電 話 、  
ノ ー ト パ ソ コ ン 等 の 携 帯 電 子 デ バ イ ス に 広 く 応 用 さ れ る 。 技 術 の 発 展 に 伴 い 、 携 帯 電 子 デ  
バ イ ス も 薄 型 化 方 向 に 向 か っ て 発 展 し 、 こ れ は 携 帯 電 子 デ バ イ ス に ス ピ ー カ を 備 え る 電 子  
部 品 も 小 さ い 厚 さ を 有 す る こ と を 要 求 し て 、 該 薄 型 化 の 傾 向 に 適 応 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 関 連 技 術 に お け る ス ピ ー カ は 、 フ レ ー ム と 、 主 に 振 動 膜 及 び ボ イ ス コ イ ル で 構 成 さ れ た  
振 動 シ ス テ ム と 、 磁 気 ヨ ー ク 及 び 磁 性 鋼 で 構 成 さ れ た 磁 気 回 路 シ ス テ ム と を 備 え 、 振 動 シ  
ス テ ム と 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 振 動 膜 の 振 動 方 向 に 沿 っ て 間 隔 を 隔 て て 設 置 さ れ 、 振 動 シ  
ス テ ム の 振 動 空 間 は 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム の 磁 気 回 路 空 間 と 部 分 的 に 重 な り 合 い 、 具 体 的 に  
は 、 ボ イ ス コ イ ル は 、 磁 気 ギ ャ ッ プ に 挿 設 さ れ 、 通 電 さ れ た 後 、 磁 気 ギ ャ ッ プ で 往 復 運 動  
す る こ と に よ り 振 動 膜 の 振 動 発 音 を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 関 連 技 術 の ス ピ ー カ に お け る ボ イ ス コ イ ル は 、 振 動 過 程 に お い て 磁 気 ヨ  
ー ク と 衝 突 し な い が 、 こ れ ら に よ る と 、 ボ イ ス コ イ ル の 振 動 方 向 に 沿 っ た 移 動 距 離 は 、 磁  
気 回 路 シ ス テ ム に お け る 磁 気 ギ ャ ッ プ の 高 さ に よ っ て 制 限 さ れ 、 提 供 可 能 な 振 動 振 幅 が 限  
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ら れ 、 ま た 、 ボ イ ス コ イ ル と 磁 気 ヨ ー ク と の 間 の 振 動 方 向 に 沿 っ た 高 さ は 十 分 に 利 用 さ れ  
ず 、 そ れ だ け で は な く 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム の 振 動 方 向 に 沿 っ た 厚 さ も 大 き く な り 、 こ れ は  
振 動 方 向 に 沿 っ て デ バ イ ス の 設 計 の 高 さ を 増 加 さ せ 、 ス ピ ー カ の 厚 さ 寸 法 の 薄 型 化 へ の 発  
展 を 制 限 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 改 良 さ れ た ス ピ ー カ を 提 供 す る 必 要 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 よ り 小 さ い 厚 さ を 有 し 、 磁 路 性 能 が  
よ り 優 れ 、 発 音 性 能 が よ り 高 い ス ピ ー カ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 本 発 明 の 態 様 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
　 ス ピ ー カ で あ っ て 、 収 容 空 間 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 収 容 空 間 内 に 収 容 さ れ た 発 音  
の た め の 振 動 シ ス テ ム と 、 磁 気 ギ ャ ッ プ を 有 す る 磁 気 回 路 シ ス テ ム と を 備 え 、 前 記 ハ ウ ジ  
ン グ は 、 環 状 を 呈 す る フ レ ー ム と 、 い ず れ も 前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ か つ 互 い に 間 隔 を 隔  
て る フ ロ ン ト カ バ ー 及 び ボ ト ム ケ ー シ ン グ を 備 え 、 前 記 フ レ ー ム 、 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー 及  
び 前 記 ボ ト ム ケ ー シ ン グ に よ っ て 前 記 収 容 空 間 が 取 り 囲 ま れ 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、  
前 記 フ ロ ン ト カ バ ー に 固 定 さ れ た 第 １ 磁 気 ヨ ー ク 及 び 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク に 固 定 さ れ た 磁  
性 鋼 ア セ ン ブ リ を 備 え 、 前 記 振 動 シ ス テ ム は 、 前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ た 振 動 膜 と 、 前 記  
振 動 膜 に 固 定 さ れ た ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト と 、 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト に よ り 前 記  
磁 気 ギ ャ ッ プ に 挿 設 さ れ た ボ イ ス コ イ ル と を 備 え 、 前 記 振 動 膜 に は 中 間 位 置 に 位 置 し か つ  
振 動 方 向 に 沿 っ て そ れ を 貫 通 す る 第 １ 開 口 が 設 置 さ れ 、 前 記 振 動 膜 は 、 前 記 第 １ 開 口 を 取  
り 囲 む よ う に 形 成 さ れ る 内 縁 と 、 前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ た 外 縁 と を さ ら に 備 え 、 前 記 磁  
気 回 路 シ ス テ ム は 、 振 動 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て 前 記 第 １ 開 口 を 通 っ て 、 前 記 内 縁 と 間 隔 を  
隔 て て 設 置 さ れ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー か ら 前 記 振 動 膜 に 向 か っ て 延 在  
し か つ 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム を 間 隔 を あ け て 取 り 囲 む 延 在 部 を さ ら に 備 え 、 前 記 振 動 膜 の  
前 記 内 縁 は 、 前 記 延 在 部 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 振 動 膜 に 固 定 さ れ た 第 １ 支 持 部 と 、  
前 記 第 １ 支 持 部 か ら 前 記 振 動 膜 か ら 離 れ る 方 向 に 向 か っ て 折 り 曲 げ ら れ て 延 在 す る 第 ２ 支  
持 部 と 、 前 記 第 ２ 支 持 部 の 前 記 第 １ 支 持 部 か ら 離 れ る 一 端 か ら 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム に 向  
か っ て 延 在 す る 第 ３ 支 持 部 と を 備 え 、 前 記 ボ イ ス コ イ ル は 、 前 記 第 ３ 支 持 部 の 前 記 振 動 膜  
に 向 か う 側 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 磁 性 鋼 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク に 固 定 さ れ た 第 １ 主 磁 性 鋼  
と 、 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク に 固 定 さ れ か つ 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 の 周 側 に 位 置 す る 第 １ 副 磁 性 鋼  
と を 備 え 、 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 と 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼 は 、 間 隔 を 隔 て て 前 記 磁 気 ギ ャ ッ プ を 形  
成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト の 前 記 第 ３ 支 持 部 に は 、 そ れ を 振 動 方 向 に 沿  
っ て 貫 通 す る 第 ２ 開 口 が 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 の 振 動 方 向 に 沿 っ た 投 影 は 、 前 記 第  
２ 開 口 内 に 収 ま る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト の 第 ３ 支 持 部 に は 、 そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て  
貫 通 す る 第 ３ 開 口 が さ ら に 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼 の 振 動 方 向 に 沿 っ た 投 影 は 、 前 記  
第 ３ 開 口 内 に 収 ま る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 の 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク か ら 離  
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れ る 側 に 固 定 さ れ た 第 １ ポ ー ル プ レ ー ト と 、 前 記 第 １ ポ ー ル プ レ ー ト の 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼  
か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ た 第 ２ 主 磁 性 鋼 と を さ ら に 備 え 、 前 記 第 ２ 主 磁 性 鋼 の 前 記 第 １ ポ  
ー ル プ レ ー ト か ら 離 れ る 面 は 、 前 記 ボ ト ム ケ ー シ ン グ に 当 接 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼 の 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク か ら 離  
れ る 側 に 固 定 さ れ た 第 ２ ポ ー ル プ レ ー ト と 、 前 記 第 ２ ポ ー ル プ レ ー ト の 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼  
か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ た 第 ２ 副 磁 性 鋼 と を さ ら に 備 え 、 前 記 第 ２ 副 磁 性 鋼 の 前 記 第 ２ ポ  
ー ル プ レ ー ト か ら 離 れ る 面 は 、 前 記 ボ ト ム ケ ー シ ン グ に 当 接 し 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は  
、 前 記 第 ２ 磁 気 ヨ ー ク を さ ら に 備 え 、 前 記 ボ ト ム ケ ー シ ン グ は 、 す な わ ち 前 記 ２ 磁 気 ヨ ー  
ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 と 前 記 第 ２ 主 磁 性 鋼 は 、 い ず れ も 振 動 方 向 に 沿 っ て 着 磁  
さ れ か つ 同 極 が 対 向 し 、 前 記 第 １ 副 磁 性 鋼 と 前 記 第 ２ 副 磁 性 鋼 は 、 い ず れ も 振 動 方 向 に 沿  
っ て 着 磁 さ れ か つ 同 極 が 対 向 し 、 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 の 着 磁 方 向 と 第 １ 副 磁 性 鋼 の 着 磁 方 向  
は 逆 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 振 動 膜 は 、 前 記 内 縁 を 取 り 囲 む 内 サ ス ペ ン シ ョ ン 部 と 、 前 記 内 サ ス ペ  
ン シ ョ ン 部 を 取 り 囲 む 中 間 接 続 部 と 、 前 記 中 間 接 続 部 を 取 り 囲 む 外 サ ス ペ ン シ ョ ン 部 と を  
備 え 、 前 記 外 縁 は 、 前 記 外 サ ス ペ ン シ ョ ン 部 を 取 り 囲 ん で 前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 支 持 部 は 、 前 記 中 間 接 続 部 に 固 定 さ れ 、 前 記 第 １ 支 持 部 と 前 記 第  
３ 支 持 部 と の 延 在 方 向 は 、 い ず れ も 振 動 方 向 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第 ２ 支 持 部 は 、 振 動 方 向  
に 沿 っ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー に は 、 そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 し か つ 前 記 第 １ 開  
口 に 対 応 し て 設 置 さ れ た 第 ４ 開 口 が 設 置 さ れ 、 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー は 、 前 記 第 ４ 開 口 を 取  
り 囲 む よ う に 形 成 さ れ る 開 口 縁 部 を 備 え 、 前 記 延 在 部 は 、 前 記 開 口 縁 部 か ら 振 動 方 向 に 沿  
っ て 折 り 曲 げ て 、 前 記 振 動 膜 の 前 記 内 縁 に 固 定 的 に 接 続 さ れ る ま で 延 在 す る
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 磁 気 ヨ ー ク は 、 前 記 第 ４ 開 口 内 に 収 容 さ れ か つ 前 記 フ ロ ン ト カ バ  
ー に 固 定 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の ス ピ ー カ は 、 ハ ウ ジ ン グ 、 振 動 シ ス テ ム 及 び 磁 気 回 路 シ ス テ ム を 備 え 、 前 記 ハ  
ウ ジ ン グ は 、 フ レ ー ム と 、 い ず れ も フ レ ー ム に 固 定 さ れ か つ 互 い に 間 隔 を 隔 て る フ ロ ン ト  
カ バ ー 及 び ボ ト ム ケ ー シ ン グ と を 備 え 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 フ ロ ン ト カ バ ー に 固 定 さ れ  
た 第 １ 磁 気 ヨ ー ク と 、 第 １ 磁 気 ヨ ー ク に 固 定 さ れ た 磁 性 鋼 ア セ ン ブ リ と を 備 え 、 振 動 シ ス  
テ ム は 、 フ レ ー ム に 固 定 さ れ た 振 動 膜 と 、 振 動 膜 に 固 定 さ れ た ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト と  
、 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト に よ り 磁 気 ギ ャ ッ プ に 挿 設 さ れ た ボ イ ス コ イ ル と を 備 え 、  
振 動 膜 に は 、 中 間 位 置 に 位 置 し か つ そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る 第 １ 開 口 が 設 置 さ れ  
、 振 動 膜 は 、 第 １ 開 口 を 取 り 囲 む よ う に 形 成 さ れ る 内 縁 及 び フ レ ー ム に 固 定 さ れ た 外 縁 を  
さ ら に 備 え 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 振 動 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て 第 １ 開 口 を 通 っ て 、 内 縁 と  
間 隔 を 隔 て て 設 置 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー か ら 振 動 膜 に 向 か っ て 延 在 し か つ  
磁 気 回 路 シ ス テ ム を 間 隔 を あ け て 取 り 囲 む 延 在 部 を さ ら に 備 え 、 振 動 膜 の 内 縁 は 、 前 記 延  
在 部 に 固 定 さ れ 、 振 動 膜 に 第 １ 開 口 が 設 置 さ れ る こ と に よ り 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム と 振 動 膜  
は 、 振 動 方 向 に 垂 直 な 平 面 に 独 立 し て 設 置 さ れ 、 ボ イ ス コ イ ル は 、 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ  
ト に よ り 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 磁 気 回 路 空 間 と 振 動 空 間 は 真 の 相 互  
分 離 を 図 れ 、 振 動 シ ス テ ム は 、 デ バ イ ス の 厚 さ が 減 少 す る 場 合 、 依 然 と し て 十 分 な 振 動 空  
間 を 保 持 す る こ と が で き 、 ス ピ ー カ が 良 好 な 発 音 性 能 を 有 す る と と も に 、 よ り 薄 型 化 の 設  
計 要 求 を 満 た す こ と に 有 利 で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る ス ピ ー カ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お け る ス ピ ー カ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の ス ピ ー カ に お け る 振 動 膜 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る
【 図 ６ 】 本 発 明 の ス ピ ー カ に お け る ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の ス ピ ー カ に お け る フ ロ ン ト カ バ ー 及 び 延 在 部 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る  
。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に お け る ス ピ ー カ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に お け る Ｃ － Ｃ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 は 図 面 及 び 具 体 的 な 実 施 形 態 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 技 術 案 を 明 確 で 、 完 全 に 説 明 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 発 明 は 、 ス ピ ー カ １ ０ ０ を 提 供 し 、 当 該 ス ピ ー カ １ ０ ０ は  
、 収 容 空 間 １ ０ を 有 す る ハ ウ ジ ン グ １ と 、 収 容 空 間 １ ０ 内 に 収 容 さ れ た 振 動 発 音 の た め の  
振 動 シ ス テ ム ２ と 、 振 動 シ ス テ ム ２ の 振 動 発 音 を 駆 動 す る 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ と を 備 え る  
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 環 状 を 呈 す る フ レ ー ム １ １ と 、 い ず れ も フ レ ー ム １ １ に 固 定  
さ れ た フ ロ ン ト カ バ ー １ ２ 及 び ボ ト ム ケ ー シ ン グ １ ３ と を 備 え 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ ２ と ボ  
ト ム ケ ー シ ン グ １ ３ と は 、 間 隔 を 隔 て て 設 置 さ れ 、 両 者 は 、 そ れ ぞ れ フ レ ー ム １ １ の 両 端  
に 固 定 さ れ て 、 フ レ ー ム １ １ と 共 に 取 り 囲 ん で 収 容 空 間 １ ０ を 形 成 す る 。 フ ロ ン ト カ バ ー  
１ ２ に は 音 出 し 孔 １ ２ １ が 開 設 さ れ 、 振 動 シ ス テ ム ２ か ら 発 し た 音 波 は 、 当 該 音 出 し 孔 １  
２ １ を 介 し て 外 界 に 伝 播 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 振 動 シ ス テ ム ２ は 、 フ レ ー ム １ １ に 固 定 さ れ た 振 動 膜 ２ １ と  
、 振 動 膜 ２ １ に 固 定 さ れ た ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ と 、 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト ２ ２  
に 固 定 さ れ た ボ イ ス コ イ ル ２ ３ と 、 振 動 膜 ２ １ に 固 定 さ れ た ド ー ム 部 ２ ４ と を 備 え る 。 図  
５ に 示 す よ う に 、 振 動 膜 ２ １ に は 中 間 位 置 に 位 置 し か つ そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る  
第 １ 開 口 ２ １ １ が 設 置 さ れ 、 そ れ に 応 じ て 、 振 動 膜 ２ １ は 、 第 １ 開 口 ２ １ １ を 取 り 囲 む よ  
う に 形 成 さ れ る 内 縁 ２ １ ２ と 、 内 縁 ２ １ ２ を 取 り 囲 む 内 サ ス ペ ン シ ョ ン 部 ２ １ ３ と 、 内 サ  
ス ペ ン シ ョ ン 部 ２ １ ３ を 取 り 囲 む 中 間 接 続 部 ２ １ ４ と 、 中 間 接 続 部 ２ １ ４ を 取 り 囲 む 外 サ  
ス ペ ン シ ョ ン 部 ２ １ ５ と 、 外 サ ス ペ ン シ ョ ン 部 ２ １ ５ を 取 り 囲 む 外 縁 ２ １ ６ と を 順 に 備 え  
、 当 該 外 縁 ２ １ ６ は 、 フ レ ー ム １ １ に 固 定 さ れ 、 そ の う ち 、 ド ー ム 部 ２ ４ は 、 中 間 接 続 部  
２ １ ４ の フ ロ ン ト カ バ ー １ ２ に 向 か う 面 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ ２ に 固 定 さ れ た 第 １ 磁 気 ヨ ー ク ３ １ と 、 第 １  
磁 気 ヨ ー ク ３ １ の 収 容 空 間 １ ０ に 向 か う 側 に 固 定 さ れ た 磁 性 鋼 ア セ ン ブ リ ３ ２ と を 備 え る  
。 具 体 的 に は 、 磁 性 鋼 ア セ ン ブ リ ３ ２ は 、 第 １ 磁 気 ヨ ー ク ３ １ に 固 定 さ れ た 第 １ 主 磁 性 鋼  
３ ２ １ と 、 第 １ 磁 気 ヨ ー ク ３ １ に 固 定 さ れ か つ 第 １ 主 磁 性 鋼 ３ ２ １ の 周 側 に 位 置 す る 第 １  
副 磁 性 鋼 ３ ２ ２ と を 備 え 、 当 該 第 １ 主 磁 性 鋼 ３ ２ １ と 第 １ 副 磁 性 鋼 ３ ２ ２ は 、 間 隔 を 隔 て  
て 磁 気 ギ ャ ッ プ ３ ２ ３ を 形 成 し 、 ボ イ ス コ イ ル ２ ３ は 、 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ に よ  
り 該 磁 気 ギ ャ ッ プ ３ ２ ３ 内 に 挿 設 さ れ る 。 好 ま し く は 、 磁 性 鋼 ア セ ン ブ リ ３ ２ は 、 第 １ 主  
磁 性 鋼 ３ ２ １ の 第 １ 磁 気 ヨ ー ク ３ １ か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ た 第 １ ポ ー ル プ レ ー ト ３ ２ ４  
と 、 第 １ ポ ー ル プ レ ー ト ３ ２ ４ の 前 記 第 １ 主 磁 性 鋼 か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ た 第 ２ 主 磁 性  
鋼 ３ ２ ５ と を 備 え 、 第 ２ 主 磁 性 鋼 ３ ２ ５ の 第 １ ポ ー ル プ レ ー ト か ら 離 れ る 面 は 、 ボ ト ム ケ  
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ー シ ン グ １ ３ に 当 接 し 、 本 発 明 に お い て 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ ２ は 、 第 １ 副 磁 性 鋼 ３ ２ ２  
の 第 １ 磁 気 ヨ ー ク か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ た 第 ２ ポ ー ル プ レ ー ト ３ ２ ６ を さ ら に 備 え 、 ま  
た 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ ２ は 、 第 ２ 磁 気 ヨ ー ク を さ ら に 備 え 、 ボ ト ム ケ ー シ ン グ １ ３ は 、  
す な わ ち 第 ２ 磁 気 ヨ ー ク で あ り 、 つ ま り 、 ボ ト ム ケ ー シ ン グ １ ３ は 導 磁 材 質 で あ り 、 磁 気  
回 路 シ ス テ ム ３ の 磁 力 線 を 収 束 さ せ 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ の 導 磁 性 能 を 増 加 す る こ と が で  
き る 。 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に お い て 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ は  
、 第 ２ ポ ー ル プ レ ー ト ３ ２ ６ の 第 １ 副 磁 性 鋼 か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ た 第 ２ 副 磁 性 鋼 ３ ２  
７ を 備 え 、 第 ２ 副 磁 性 鋼 ３ ２ ７ の 第 ２ ポ ー ル プ レ ー ト ３ ２ ６ か ら 離 れ る 面 は 、 ボ ト ム ケ ー  
シ ン グ １ ３ に 当 接 す る こ と で 、 さ ら に 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ の 磁 界 性 能 を 強 化 し 、 こ こ で 、  
第 １ 主 磁 性 ３ ２ １ と 第 ２ 主 磁 性 鋼 ３ ２ ５ は 、 い ず れ も 振 動 方 向 に 沿 っ て 着 磁 さ れ か つ 同 極  
が 対 向 し 、 第 １ 副 磁 性 鋼 ３ ２ ２ と 第 ２ 副 磁 性 鋼 ３ ２ ７ は 、 い ず れ も 振 動 方 向 に 沿 っ て 着 磁  
さ れ か つ 同 極 が 対 向 し 、 第 １ 主 磁 性 ３ ２ １ の 着 磁 方 向 と 第 １ 副 磁 性 鋼 ３ ２ ２ の 着 磁 方 向 は  
、 逆 あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ に お け る 第 １ 磁 気 ヨ ー ク ３ １ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー  
１ ２ に 固 定 さ れ 、 か つ 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ は 、 振 動 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て 振 動 膜 ２ １ に お  
け る 第 １ 開 口 ２ １ １ を 通 っ て 振 動 膜 ２ １ の 内 縁 ２ １ ２ と 間 隔 を 隔 て て 設 置 さ れ 、 ま た 、 ハ  
ウ ジ ン グ １ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ ２ か ら 振 動 膜 に 向 か っ て 延 在 し か つ 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３  
を 間 隔 を あ け て 取 り 囲 む 延 在 部 １ ４ を さ ら に 備 え 、 振 動 膜 ２ １ の 内 縁 ２ １ ２ は 、 当 該 延 在  
部 １ ４ に 固 定 さ れ て 、 振 動 膜 ２ １ の 内 側 へ の 支 持 を 図 る こ と が で き る 。 本 実 施 例 に お い て  
、 延 在 部 １ ４ は 、 リ ン グ 状 構 造 を 呈 し 、 他 の 実 施 例 に お い て 、 延 在 部 １ ４ は 、 複 数 の 互 い  
に 間 隔 を 隔 て て 環 状 に 囲 設 さ れ た 構 造 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ は 、 振 動 膜 ２ １ に 固 定 さ れ た 第  
１ 支 持 部 ２ ２ １ と 、 第 １ 支 持 部 ２ ２ １ か ら 振 動 膜 ２ １ か ら 離 れ る 方 向 に 向 か っ て 折 り 曲 げ  
ら れ て 延 在 す る 第 ２ 支 持 部 ２ ２ ２ と 、 第 ２ 支 持 部 ２ ２ ２ の 第 １ 支 持 部 ２ ２ １ か ら 離 れ る 一  
端 か ら 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ に 向 か っ て 延 在 す る ２ ２ ３ と を 備 え 、 ボ イ ス コ イ ル ２ ３ は 、 第  
３ 支 持 部 ２ ２ ３ に 固 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 図 ３ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム  
３ が フ ロ ン ト カ バ ー １ ２ の 位 置 か ら ボ ト ム ケ ー シ ン グ １ ３ に 固 定 さ れ る ま で 延 在 す る た め  
、 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３ が 振 動 シ ス テ ム ２ の 正 常 動 作 に 影 響 す る こ と が 回 避 さ れ 、 ボ イ ス コ  
イ ル ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ の 第 ３ 支 持 部 ２ ２ ３ に は そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る 第 ２ 開 口 ２  
２ ４ が 設 置 さ れ 、 第 １ 主 磁 性 鋼 ３ ２ １ の 振 動 方 向 に 沿 っ た 投 影 は 、 当 該 第 ２ 開 口 ２ ２ ４ 内  
に 収 ま り 、 す な わ ち 、 理 解 で き る よ う に 、 ボ イ ス コ イ ル ２ ３ が ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト ２  
２ 及 び 振 動 膜 ２ １ を 振 動 さ せ る よ う に 駆 動 す る 場 合 、 第 ２ 開 口 ２ ２ ４ は 、 第 １ 主 磁 性 鋼 ３  
２ １ を 逃 が す こ と に 用 い る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 発 音 衝 突 が 振 動 シ ス テ ム ２ の 正 常 な  
動 作 に 影 響 を 与 え る こ と を 回 避 で き 、 同 様 に 、 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ の 第 ３ 支 持 部  
２ ２ ３ に は 、 そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る 第 ３ 開 口 ２ ２ ５ が さ ら に 設 置 さ れ 、 第 １ 副  
磁 性 鋼 ３ ２ ２ の 振 動 方 向 に 沿 っ た 投 影 は 、 当 該 第 ３ 開 口 ２ ２ ５ 内 に 収 ま り 、 第 ２ 開 口 ２ ２  
４ と 同 じ で あ り 、 第 ３ 開 口 ２ ２ ５ の 作 用 は 、 同 様 に 第 １ 副 磁 性 鋼 ３ ２ ２ を 逃 が す こ と に 用  
い ら れ る 。 第 ２ 開 口 ２ ２ ４ と 第 ３ 開 口 ２ ２ ５ と は 、 互 い に 間 隔 を 隔 て る 。 好 ま し く は 、 第  
１ 主 磁 性 鋼 ３ ２ １ 、 第 １ ポ ー ル プ レ ー ト ３ ２ ４ 及 び 第 ２ 主 磁 性 鋼 ３ ２ ５ は 、 振 動 方 向 に 沿  
っ た 投 影 面 積 が 等 し く 、 そ れ に 応 じ て 、 第 １ 副 磁 性 鋼 ３ ２ ２ 、 第 ２ ポ ー ル プ レ ー ト ３ ２ ６  
及 び 第 ２ 副 磁 性 鋼 ３ ２ ７ は 、 振 動 方 向 に 沿 っ た 投 影 面 積 が 等 し い 。 好 ま し く は 、 ボ イ ス コ  
イ ル ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ の 第 １ 支 持 部 ２ ２ １ は 、 振 動 膜 ２ １ の 中 間 接 続 部 ２ １ ４ に 固 定 さ れ 、  
か つ 第 １ 支 持 部 ２ ２ １ と 第 ３ 支 持 部 ２ ２ ３ と の 延 在 方 向 は 、 い ず れ も 振 動 方 向 に 垂 直 で あ  
り 、 第 ２ 支 持 部 ２ ２ ２ は 、 振 動 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 フ ロ ン ト カ バ ー １ ２ に は そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る 第 ４ 開 口  
１ ２ ２ が 設 置 さ れ 、 当 該 第 ４ 開 口 １ ２ ２ は 、 振 動 膜 ２ １ に お け る 第 １ 開 口 ２ １ １ に 対 応 し  
、 フ ロ ン ト カ バ ー ２ １ は 、 当 該 第 ４ 開 口 １ ２ ２ を 取 り 囲 む よ う に 形 成 さ れ る 開 口 縁 部 １ ２  
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３ を 備 え 、 延 在 部 １ ４ は 、 開 口 縁 部 １ ２ ３ か ら 振 動 方 向 に 沿 っ て 折 り 曲 げ て 、 振 動 膜 ２ １  
の 内 縁 ２ １ ２ に 固 定 的 に 接 続 さ れ る ま で 延 在 し 、 理 解 さ れ る よ う に 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム ３  
の 第 １ 磁 気 ヨ ー ク ３ １ は 、 当 該 第 ４ 開 口 １ ２ ２ 内 に 収 容 さ れ か つ フ ロ ン ト カ バ ー １ ２ に 固  
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の ス ピ ー カ は 、 ハ ウ ジ ン グ 、 振 動 シ ス テ ム 及 び 磁 気 回 路 シ ス テ ム を 備 え 、 前 記 ハ  
ウ ジ ン グ は 、 フ レ ー ム と 、 い ず れ も フ レ ー ム に 固 定 さ れ か つ 互 い に 間 隔 を 隔 て る フ ロ ン ト  
カ バ ー 及 び ボ ト ム ケ ー シ ン グ と を 備 え 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 フ ロ ン ト カ バ ー に 固 定 さ れ  
た 第 １ 磁 気 ヨ ー ク と 、 第 １ 磁 気 ヨ ー ク に 固 定 さ れ た 磁 性 鋼 ア セ ン ブ リ と を 備 え 、 振 動 シ ス  
テ ム は 、 フ レ ー ム に 固 定 さ れ た 振 動 膜 と 、 振 動 膜 に 固 定 さ れ た ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト と  
、 前 記 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ ト に よ り 磁 気 ギ ャ ッ プ に 挿 設 さ れ た ボ イ ス コ イ ル と を 備 え 、  
振 動 膜 に は 、 中 間 位 置 に 位 置 し か つ そ れ を 振 動 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す る 第 １ 開 口 が 設 置 さ れ  
、 振 動 膜 は 、 第 １ 開 口 を 取 り 囲 む よ う に 形 成 さ れ る 内 縁 及 び フ レ ー ム に 固 定 さ れ た 外 縁 を  
さ ら に 備 え 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 振 動 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て 第 １ 開 口 を 通 っ て 、 内 縁 と  
間 隔 を 隔 て て 設 置 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー か ら 振 動 膜 に 向 か っ て 延 在 し か つ  
磁 気 回 路 シ ス テ ム を 間 隔 を あ け て 取 り 囲 む 延 在 部 を さ ら に 備 え 、 振 動 膜 の 内 縁 は 、 前 記 延  
在 部 に 固 定 さ れ 、 振 動 膜 に 第 １ 開 口 が 設 置 さ れ る こ と に よ り 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム と 振 動 膜  
は 、 振 動 方 向 に 垂 直 な 平 面 に 独 立 し て 設 置 さ れ 、 ボ イ ス コ イ ル は 、 ボ イ ス コ イ ル ブ ラ ケ ッ  
ト に よ り 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 磁 気 回 路 空 間 と 振 動 空 間 は 真 の 相 互  
分 離 を 図 れ 、 振 動 シ ス テ ム は 、 デ バ イ ス の 厚 さ が 減 少 す る 場 合 、 依 然 と し て 十 分 な 振 動 空  
間 を 保 持 す る こ と が で き 、 ス ピ ー カ が 良 好 な 発 音 性 能 を 有 す る と と も に 、 よ り 薄 型 化 の 設  
計 要 求 を 満 た す こ と に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 し た の は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 だ け で あ り 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 の 当 業 者 に と っ  
て 、 本 発 明 の 創 造 的 構 想 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 変 更 可 能 で あ る が 、 こ れ ら は い  
ず れ も 本 発 明 の 保 護 範 囲 内 に 属 す る も の と 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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